
鶴見俊輔（１９２２─２０１５）、９３年間の生涯。
最後のときまで、
彼は自選の編集を続けていた──。

解説　加藤典洋（文芸評論家）

刊行のごあいさつ

　鶴見俊輔さんは、自身の「Later Works」（晩年の仕事）のありかたに
ついて、関心を抱いていました。
　自分の「もうろく」が、どんなふうに、みずからの著作の上に作用をも
たらすかについても。
　老境というものが、ただ知的体力の衰えだけを意味するのではなく、む
しろ、文章という表現行為にまつわる余計な飾り気を洗いさって、新たな
風景の広がりにみちびいてくれるのではないか？　──そのような期待も、
鶴見さんにはあったのでしょう。
　ことに９０代に入ってからは、みずからの文章の表題を記したカードを
何度となく並べ替えて、この「Later Works」編集の構想を錬っておられ
たとのこと。この時期に入ると、著作として発表されるものは少なくなって
いましたが、なお、こうした自選編集という行為を通して、社会へのコミッ
トメントと意思表示を手放さなかったとも言えるでしょう。
　「敗北力は、どういう条件を満たすときに自分が敗北するかの認識と、
その敗北をどのように受けとめるかの気構えから成る」
　「今回の原子炉事故に対して、日本人はどれほどの敗北力をもって対す
ることができるか。これは、日本文明の蹉跌だけではなく、世界文明の蹉
跌につながるという想像力を、日本の知識人はもつことができるか」（「敗
北力」、２０１１年。本書より）
　本書は、この鶴見さん自選（《著者自編　Later Works》）２２篇に加え、
晩年の《未発表詩稿》５篇、ならびに著者後期の《未収録稿》９篇から
成る予定です。
　鶴見俊輔さんが、最後のときまで営みを続けた思索の座に、読者のみ
なさまにも加わっていただきたく存じます。

　鶴見俊輔著『敗北力──Later Works──』は、９月下旬刊行の予
定です。ゆかりの読者のみなさまに、予約申し込みによるご支援のお願い
を申し上げます。
　お申し込みをいただいた方には、本ができあがり次第、最優先で、責
任をもって郵送にてお届けいたします。

　　　　　　　　　　　　２０１６年　文月
　　　　　　　　　　　　　　編集グループSURE（代表・北沢街子）
お問い合わせは

編集グループＳＵＲＥ
〒606-8301　京都市左京区吉田泉殿町47電話・ファクス　075-761-2391
Ｅメール info@groupsure.net　ホームページ　http://www.groupsure.net

鶴見俊輔
『敗北力──Later Works──』
2016年 9月下旬刊行予定
四六判・上製、192ページ

定価2376円（本体2200円＋税）
発行・発売　編集グループＳＵＲＥ

ご注文方法（本書は直接販売のみです）
同封の、または郵便局備付けの郵便
払込用紙に、ご住所、お名前、電話番
号、書名（『敗北力』）、冊数をご記入の
上、
〔00910-1-93863　編集グルー
プ SURE〕あてに、一冊につき
2591円（定価2376円＋送料215
円）をお払込みください。本が出来上
がり次第（9月下旬予定）、最優先で、わ
たくしどもより責任をもって、郵送にて
お届けいたします。
※送料は一回のご注文につき、書籍、雑
貨を問わず何点でも215円です。（日本
国内、同一の宛先に）

2016年 9月下旬刊行予定●予約申し込みのご案内

鶴見俊輔
敗北力──Later Works──
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